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注）本結果の単数回答の％表示については、小数第２位を四捨五入しているため、合計が

100％にならない場合がある。  
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１．基本情報 

 年代 

3000 人のうち、「40 代」が 1139 人（38.0％）で最も人数が多く、次いで「30 代」が 960 人（32.0％）

となっている。 

図表 1 Q2 年代:単数回答 

 
（注１）構成比の数値は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、個々の数値の合計は必ずしも 100％とならない場

合がある。以下、同様。 

（注２）図表内の数値は、「選択した人数（割合％）」を示している。以下、同様。 

 

 居住地（地域ブロック） 

3000 人のうち、「関東」が 711 人（23.7％）で最も人数が多く、次いで「近畿」が 545 人（18.2％）と

なっている。 

図表 2 Q3 居住地（地域ブロック）:単数回答 

 

 

 学歴 

3000 人のうち、「大学（卒業）」が 1030 人（34.3％）で最も人数が多く、次いで「高等学校（卒業）」

が 766 人（25.5％）となっている。 

図表 3 Q5 学歴:単数回答 

 

147(4.9%)

754(25.1%) 960(32.0%) 1139(38.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

18・19歳 20代 30代 40代

125(4.2%)

187
(6.2%)

711(23.7%) 372(12.4%)489(16.3%) 545(18.2%)
243

(8.1%)
328

(10.9%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国・四国 九州・沖縄

85 (2.8%) 53 (1.8%)

766 (25.5%)

17 (0.6%)

408 (13.6%)

15 (0.5%)

376 (12.5%)

185 (6.2%)

1030 (34.3%)

6 (0.2%) 59 (2.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

中学校（卒業） 高等学校（在学中）

高等学校（卒業） 専門学校（在学中）

専門学校（卒業） 短期大学・高専（在学中）

短期大学・高専（卒業） 大学（在学中）

大学（卒業） 大学院（修士課程）以上（在学中）

大学院（修士課程）以上（卒業）
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 配偶者の有無 

3000 人のうち、「配偶者もしくは事実上のパートナーがいる」が 1461 人（48.7％）で最も人数が多く、

次いで「配偶者あるいは事実上のパートナーをもったことはない」が 1360 人（45.3％）となっている。 

図表 4 Q6 配偶者の有無:単数回答 

 

 

 子どもの有無 

3000 人のうち、「子どもはいない」が 1957 人（65.2％）、「子どもがいる」が 1043 人（34.8％）とな

っている。 

図表 5 Q7 子どもの有無:単数回答 

 

 

 子どもの数 

「子どもがいる」回答者（1043 人）について子どもの人数を把握したところ、「１人」が 449 人（43.0％）

で最も人数が多く、次いで「２人」が 441 人（42.3％）となっている。 

図表 6 Q7_1 子どもの数:単数回答 

 

  

1461(48.7%) 1360(45.3%) 168(5.6%)

11(0.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

配偶者もしくは事実上のパートナーがいる

配偶者あるいは事実上のパートナーをもったことはない

離別・死別した

その他

1957(65.2%) 1043(34.8%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

子どもはいない 子どもがいる

449(43.0%) 441(42.3%) 129(12.4%)

24(2.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1043)

１人 ２人 ３人 ４人以上
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 同居している人 

3000 人のうち、「配偶者・パートナー」と回答した者が 1311 人（43.7％）で最も人数が多く、次いで

「子ども」と回答した者が 1004 人（33.5％）となっている。 

図表 7 Q8 同居している人:複数回答 

 

（注）複数回答のため、個々の数値の合計は 100％と一致しない。以下、同様。 

 

 就労形態 

3000 人のうち、「働いていない（専業主婦、無職など）」が 979 人（32.6％）で最も人数が多く、次い

で「正社員」が 939 人（31.3％）となっている。 

図表 8 Q9 就労形態:単数回答 

 

  

1311(43.7%)

1004(33.5%)

999(33.3%)

805(26.8%)

550(18.3%)

258(8.6%)

237(7.9%)

84(2.8%)

39(1.3%)

37(1.2%)

28(0.9%)

36(1.2%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者・パートナー

子ども

母親

父親

同居家族はいない（一人暮らし）

兄弟

姉妹

祖母

祖父

配偶者・パートナーの母親

配偶者・パートナーの父親

その他

全体(n=3000)

939 (31.3%)

5 (0.2%)

127 
(4.2%)

775 (25.8%)

74 (2.5%)

84 
(2.8%)

17 (0.6%)

979 (32.6%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

正社員

会社役員

契約社員・嘱託社員

パート・アルバイト

派遣社員

個人事業主（フリーランス、内職、家族従業者を含む）

その他

働いていない（専業主婦、無職など）
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 勤務先の従業員規模 

「正社員」「会社役員」「契約社員・嘱託社員」「パート・アルバイト」「派遣社員」として働いている回

答者（1920 人）について、勤務先の従業員規模をみると、「30 人～99 人」が 386 人（20.1％）で最も人

数が多く、次いで「10 人～29 人」が 339 人（17.7％）となっている。 

図表 9 Q10 勤務先の従業員規模:単数回答 

 

 

 勤務先の業種 

「正社員」「会社役員」「契約社員・嘱託社員」「パート・アルバイト」「派遣社員」として働いている回

答者（1920 人）について、勤務先の業種をみると、「その他サービス業」が 390 人（20.3％）で最も人数

が多く、次いで「医療、福祉」が 311 人（16.2％）となっている。 

図表 10 Q11 業種:単数回答 

 

  

257 (13.4%) 339 (17.7%) 386 (20.1%) 297 (15.5%) 188 
(9.8%)

219 
(11.4%)

234 
(12.2%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1920)

9人以下 10人～29人 30人～99人 100人～299人

300人～999人 1000人～4999人 5000人以上

61 
(3.2%)

238 (12.4%)

11 
(0.6%)

63 
(3.3%)

12 
(0.6%)

63 
(3.3%)

63 
(3.3%)

245 (12.8%)

33 
(1.7%)

139 
(7.2%)

311 (16.2%) 107 
(5.6%)

390 (20.3%)

83 (4.3%)

101 
(5.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1920)

建設業 製造業 電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業 農林水産業 運輸業、郵便業

卸売業 小売業 不動産業

飲食業、宿泊業 医療、福祉 教育、学習支援業

その他サービス業 公務員 その他
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 職場の女性従業員比率 

「正社員」「会社役員」「契約社員・嘱託社員」「パート・アルバイト」「派遣社員」として働いている回

答者（1920人）について、職場の女性従業員比率をみると「女性が多い（８割以上程度）」が 546人（28.4％）

で最も人数が多く、次いで「女性と男性が同数程度（４割～６割未満程度）」「女性がやや多い（６割～８

割未満程度）」がそれぞれ 431 人（22.4％）となっている。 

図表 11 Q12 職場の女性従業員比率:単数回答 

 

 

 職種 

「正社員」「会社役員」「契約社員・嘱託社員」「パート・アルバイト」「派遣社員」「個人事業主（フリ

ーランス、内職、家族従業者を含む）」「その他」として働いている回答者（2021 人）について職種をみ

ると、「事務職」が 700 人（34.6％）で最も人数が多く、次いで「サービス職」が 392 人（19.4％）とな

っている。 

図表 12 Q13 職種:単数回答 

 

  

223 
(11.6%)

289 (15.1%) 431 (22.4%) 431 (22.4%) 546 (28.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1920)

女性が少ない（２割未満程度） 女性がやや少ない（２割～４割未満程度）

女性と男性が同数程度（４割～６割未満程度） 女性がやや多い（６割～８割未満程度）

女性が多い（８割以上程度）

333 (16.5%)

53 (2.6%)

700 (34.6%)

18 (0.9%)

231 (11.4%) 392 (19.4%)

5 
(0.2%)

109 
(5.4%)

9 
(0.4%)

11 
(0.5%)

49 
(2.4%)

111 
(5.5%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2021)

医療、保健、福祉（保育・介護等）、教育分野の専門職・技術職
弁護士、会計士、税理士、エンジニア、情報処理など、その他の分野の専門職・技術職
事務職
管理職
販売職
サービス職
保安職
生産工程職
輸送・機械運転職
建設・採掘職
運搬・清掃・包装職
その他
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 新型コロナウイルス前後の働き方の変化 

新型コロナウイルス発生前（2020 年１月）と比べて、現在の働き方や就労状況に変化があったかをみ

ると、3000 人のうち、「自分の収入が減った」が 318 人（10.6％）、「１日当たり勤務時間が短くなった」

が 261 人（8.7％）と多くなっている。その他、「あてはまるものはない」の回答が 1998 人（66.6％）み

られる。 

図表 13 Q14 新型コロナウイルス前後の働き方の変化:複数回答 

 

 2021年の年収 

1) 2021年の自身の年収 

2021 年の回答者自身の年収をみると、3000 人のうち、「収入はなかった」が 687 人（22.9％）で最も

人数が多く、次いで「50 万円未満」が 378 人（12.6％）となっている。 

図表 14 Q15_1 2021 年の自身の年収:単数回答 

 
（注）図表内の構成比は小数点以下第２位を四捨五入しているため、表示されている割合が同じでも人数が異なる場合が

ある。以下、同様。 

  

318(10.6%)

261(8.7%)

165(5.5%)

159(5.3%)

134(4.5%)

127(4.2%)

124(4.1%)

74(2.5%)

52(1.7%)

41(1.4%)

1998(66.6%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の収入が減った

１日当たり勤務時間が短くなった

週当たり勤務日数が少なくなった

仕事がテレワーク中心になった

１日当たり勤務時間が長くなった

離職した

転職した

休業となった

週当たり勤務日数が多くなった

仕事が自宅待機となった

あてはまるものはない

全体(n=3000)

687 (22.9%) 378 (12.6%)

136 
(4.5%)

203 
(6.8%)

370 (12.3%)
352 

(11.7%)
273 

(9.1%)

125 
(4.2%)

65 
(2.2%)

24 
(0.8%)

25 
(0.8%)

6 
(0.2%)

4 
(0.1%)

10 
(0.3%)

342 (11.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

収入はなかった 50万円未満 50万円～70万円未満 70万円～100万円未満

100万円～200万円未満 200万円～300万円未満 300万円～400万円未満 400万円～500万円未満

500万円～600万円未満 600万円～700万円未満 700万円～800万円未満 800万円～900万円未満

900万円～1000万円未満 1000万円以上 わからない
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2) 2021年の世帯年収 

2021 年の世帯年収をみると、3000 人のうち、「300 万円～400 万円未満」が 304 人（10.1％）で最も

人数が多く、次いで「200 万円～300 万円以下」が 274 人（9.1％）となっている。その他、「わからない」

が 706 人（23.5％）みられる。 

図表 15 Q15_2 2021 年の世帯年収:単数回答 

 

（注）Q8 で「同居家族はいない（一人暮らし）」と回答した人については本人年収にて集計している。 

 

２．生理の状況及び医療機関の受診の状況 

 生理の状況 

「生理が不規則」「生理周期が 24 日より短い」「生理周期が 39 日より長い」のそれぞれについて現在

該当する人を把握した。 

3000 人のうち、「あてはまる」と回答した人は、「生理が不規則」では 654 人（21.8％）、「生理周期が

24 日より短い」では 372 人（12.4％）、「生理周期が 39 日より長い」では 423 人（14.1％）となってい

る。 

図表 16 Q16 生理の状況:それぞれについて単数回答 n=3000 

 

（注）Q16 は、「生理が不規則」「生理周期が 24 日より短い」「生理周期が 39 日より長い」のそれぞれについて、「あては

まる：現在、医療機関（婦人科等）を受診中」「あてはまる：過去１年間に医療機関（婦人科等）を受診したことが

ある」「あてはまる：医療機関（婦人科等）を受診したことはない」「あてはまらない」のいずれかを回答する設問

であるが、図表 16 では「あてはまる：現在、医療機関（婦人科等）を受診中」「あてはまる：過去１年間に医療機

関（婦人科等）を受診したことがある」「あてはまる：医療機関（婦人科等）を受診したことはない」を「あてはま

る」とカテゴリ化している。 

 

  

167
(5.6%)
127

(4.2%)
53

(1.8%)
69

(2.3%)

177
(5.9%)

274
(9.1%)

304
(10.1%)

265
(8.8%)

200
(6.7%)

157
(5.2%)

150
(5.0%)

81
(2.7%)

87
(2.9%)

183
(6.1%)

706(23.5%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

収入はなかった 50万円未満 50万円～70万円未満 70万円～100万円未満

100万円～200万円未満 200万円～300万円未満 300万円～400万円未満 400万円～500万円未満

500万円～600万円未満 600万円～700万円未満 700万円～800万円未満 800万円～900万円未満

900万円～1000万円未満 1000万円以上 わからない

654(21.8%)

372(12.4%)

423(14.1%)

2346(78.2%)

2628(87.6%)

2577(85.9%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生理が不規則

生理周期が24日より短い

生理周期が39日より長い

あてはまる あてはまらない
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 生理に関する受診状況 

「生理が不規則」「生理周期が 24 日より短い」「生理周期が 39 日より長い」のそれぞれについて「あ

てはまる」に分類される人（それぞれ、654 人、372 人、423 人）について、受診状況を把握した。 

医療機関を受診した経験がある人（「現在、医療機関（婦人科等）を受診中」と「過去１年間に医療機

関（婦人科等）を受診したことがある」の合計）は、「生理が不規則」では 287 人（43.9％）、「生理周期

が 24 日より短い」では 135 人（36.3％）、「生理周期が 39 日より長い」では 150 人（35.5％）となって

いる。 

図表 17 Q16 生理に関する受診状況:それぞれについて単数回答 

 
（注１）Q16 は、「生理が不規則」「生理周期が 24 日より短い」「生理周期が 39 日より長い」のそれぞれについて、「あて

はまる：現在、医療機関（婦人科等）を受診中」「あてはまる：過去１年間に医療機関（婦人科等）を受診したこ

とがある」「あてはまる：医療機関（婦人科等）を受診したことはない」「あてはまらない」のいずれかを回答す

る設問であるが、図表 17 では、「あてはまる：現在、医療機関（婦人科等）を受診中」「あてはまる：過去１年間

に医療機関（婦人科等）を受診したことがある」「あてはまる：医療機関（婦人科等）を受診したことはない」と

回答した人に限定して、それぞれの回答者数及び割合を示している。 

（注２）図表内の構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、本文中で言及している割合の合計と一致しない

場合がある。 

 

 

  

148(22.6%)

70(18.8%)

65(15.4%)

139(21.3%)

65(17.5%)

85(20.1%)

367(56.1%)

237(63.7%)

273(64.5%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生理が不規則(n=654)

生理周期が24日より短い(n=372)

生理周期が39日より長い(n=423)

現在、医療機関（婦人科等）を受診中

過去１年間に医療機関（婦人科等）を受診したことがある

医療機関（婦人科等）を受診したことはない
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 生理の状況に関して受診しなかった理由 

Q16 の「生理が不規則」「生理周期が 24 日より短い」「生理周期が 39 日より長い」のいずれかについ

て「あてはまる：医療機関（婦人科等）を受診したことはない」を回答した人（606 人）について受診し

なかった理由をみると、「医療機関に行くほどのことではないと思うから」が 315 人（52.0％）で最も人

数が多く、次いで「医療機関に行く時間がないから」が 115 人（19.0％）となっている。その他、「特に

ない」が 117 人（19.3％）みられる。 

図表 18 Q17生理の状況に関して受診しなかった理由:複数回答 

 

 

  

315(52.0%)

115(19.0%)

87(14.4%)

72(11.9%)

63(10.4%)

56(9.2%)

33(5.4%)

32(5.3%)

21(3.5%)

20(3.3%)

7(1.2%)

19(3.1%)

117(19.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療機関に行くほどのことではないと思うから

医療機関に行く時間がないから

医療機関に行くためのお金がないから

新型コロナウイルスの影響で外出を控えている

から

医療機関に行くことが恥ずかしいから

仕事を休みづらいから

医療機関が遠い／交通手段がないから

人の目が気になるから

どの診療科にかかればよいかわからないから

保護者や同居者に医療機関に行くことを知られ

たくないから

保護者や同居者に医療機関に行くことを反対さ

れているから

その他

特にない

全体(n=606)



12 

 生理痛の状況 

生理痛の状況について、「女性の健康推進室 ヘルスケアラボ」（厚生労働省研究班ホームページ）内の

「これって病気かな？女性の病気セルフチェック 生理痛チェック」1に掲載されている９項目について

現在該当する人を把握した。3000 人のうち、最も「はい」が多いのは、「生理中は痛み止めが手放せない」

で 754 人（25.1％）となっている。次いで、「採血で貧血といわれたことがある」が 743 人（24.8％）と

なっている。 

図表 19 Q18 生理痛の状況:それぞれについて単数回答 n=3000 

 

  

                                                   
1 https://w-health.jp/self_check/self_check_09/（2022 年 3 月 17 日最終確認） 

754(25.1%)

743(24.8%)

688(22.9%)

578(19.3%)

450(15.0%)

415(13.8%)

339(11.3%)

330(11.0%)

227(7.6%)

2246(74.9%)

2257(75.2%)

2312(77.1%)

2422(80.7%)

2550(85.0%)

2585(86.2%)

2661(88.7%)

2670(89.0%)

2773(92.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生理中は痛み止めが手放せない

採血で貧血といわれたことがある

生理中は痛みだけでなく、吐き気や頭痛がする

生理痛がここ２～３年のあいだにひどくなってきた

生理の量が多く、ナプキンでは防ぎきれないくらい

出る

市販の痛み止めが効かないことがある

産婦人科で子宮内膜症や子宮筋腫、子宮腺筋症と診

断されたことがある

生理痛がひどい日は仕事や学校を休むときがある

排便痛や性交痛がしょっちゅうある

はい いいえ
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 生理痛の困難度 

 図表 19 に挙げた生理痛の状況を示す９項目の回答状況をもとに、生理痛の困難度を３段階に分類し

たところ、3000 人のうち、「生理痛の困難度中」が 1116 人（37.2％）、「生理痛の困難度高」が９人（0.3％）

となっている。 

図表 20 Q18 生理痛の困難度 

 

（注）「女性の健康推進室 ヘルスケアラボ」（厚生労働省研究班ホームページ）内の「これって病気かな？女性の病気セル

フチェック 生理痛チェック」の診断結果を参考に、 図表 19 で挙げた生理痛の状況を示す９項目について、「はい」

が１項目以下の回答者を「生理痛の困難度低」、「はい」が２～８項目の回答者を「生理痛の困難度中」、９項目全て

で「はい」を選択した回答者を「生理痛の困難度高」とカテゴリ化している。なお、このセルフチェック自体は、診

断受診推奨を目的としていることから、診断基準等には基づいていない。 

 

 生理痛があるときの対処方法 

Q18 で挙げた生理痛の状況を示す９項目のうち１つ以上の項目で「はい」と回答した人（1724 人）に

ついて、普段生理痛があるときの対処方法をみると、「いつもしている」と「たいていしている」の合計

が最も多いのは、「市販の痛み止めを服用している」で 845 人（49.0％）となっている。次いで、「症状が

出ても我慢している」が 757 人（43.9％）となっている。 

図表 21 Q19 生理痛があるときの対処方法:それぞれについて単数回答 

 

（注１）「その他」は任意回答としたため、n が小さく参考値である。 

（注２）図表内の構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、本文中で言及している割合の合計と一致しない

場合がある。 

  

1875(62.5%) 1116(37.2%)

9(0.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

生理痛の困難度低 生理痛の困難度中 生理痛の困難度高

467(27.1%)

259
(15.0%)

90(5.2%)

76(4.4%)

13(48.1%)

378(21.9%)

498(28.9%)

105(6.1%)

84(4.9%)

1(3.7%)

275
(16.0%)

334
(19.4%)

229
(13.3%)

171
(9.9%)

2(7.4%)

108(6.3%)

119(6.9%)

347(20.1%)

255(14.8%)

1(3.7%)

496(28.8%)

514(29.8%)

953(55.3%)

1138(66.0%)

10(37.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市販の痛み止めを服用している(n=1724)

症状が出ても我慢している(n=1724)

医療機関（婦人科等）を受診している(n=1724)

医療機関（婦人科等）で処方された痛み止めを服

用している(n=1724)

その他(n=27)

いつもしている たいていしている

あまりしていない 全くしていない：必要だと思うが、していない

全くしていない：必要がない
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 生理痛に関して受診しなかった理由 

Q19 普段生理痛があるときの対処方法のうち「医療機関（婦人科等）を受診している」について「あま

りしていない」「全くしていない：必要だと思うが、していない」と回答した人（576 人）について受診

しなかった理由をみると、「医療機関に行くほどのことではないと思うから」が 248 人（43.1％）で最も

人数が多く、次いで「医療機関に行く時間がないから」が 162 人（28.1％）となっている。 

図表 22 Q20 生理痛に関して受診しなかった理由:複数回答 

 

  

248(43.1%)

162(28.1%)

109(18.9%)

75(13.0%)

66(11.5%)

63(10.9%)

43(7.5%)

34(5.9%)

26(4.5%)

11(1.9%)

9(1.6%)

29(5.0%)

87(15.1%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療機関に行くほどのことではないと思うから

医療機関に行く時間がないから

医療機関に行くためのお金がないから

新型コロナウイルスの影響で外出を控えている

から

仕事を休みづらいから

医療機関に行くことが恥ずかしいから

人の目が気になるから

医療機関が遠い／交通手段がないから

どの診療科にかかればよいかわからないから

保護者や同居者に医療機関に行くことを知られ

たくないから

保護者や同居者に医療機関に行くことを反対さ

れているから

その他

特にない

全体(n=576)
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 月経前症候群(PMS)、月経前不快気分障害(PMDD)の状況 

月経前症候群(PMS)、月経前不快気分障害(PMDD)の状況について、「女性の健康推進室 ヘルスケア

ラボ」（厚生労働省研究班ホームページ）内の「これって病気かな？女性の病気セルフチェック 月経前

症候群(PMS)／月経前不快気分障害(PMDD)チェック」2に掲載されている 11 項目について現在該当する

人を把握した。最も「はい」が多いのは、3000 人のうち、「疲れやすく、気力がわかない」で 1713 人

（57.1％）となっている。次いで、「感情が不安定になる」が 1620 人（54.0％）となっている。 

図表 23 Q21 月経前症候群(PMS)、月経前不快気分障害(PMDD)の状況:それぞれについて単数回答 

n=3000 

 

。 

  

                                                   
2https://w-health.jp/self_check/self_check_08/（2022 年 3 月 17 日最終確認） 

1713(57.1%)

1620(54.0%)

1592(53.1%)

1522(50.7%)

1323(44.1%)

1307(43.6%)

1284(42.8%)

1107(36.9%)

1108(36.9%)

818(27.3%)

799(26.6%)

1287(42.9%)

1380(46.0%)

1408(46.9%)

1478(49.3%)

1677(55.9%)

1693(56.4%)

1716(57.2%)

1893(63.1%)

1892(63.1%)

2182(72.7%)

2201(73.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

疲れやすく、気力がわかない

感情が不安定になる

乳房の痛みや張り、関節痛や筋肉痛、頭痛、むく

み、体重増加などの身体症状がある

食欲が増したり、特定の食べ物を食べたくなる

集中力が低下する

いらだち、怒りの感情があり、対人関係でいさか

いが増える

過眠または不眠になる

うつっぽさ、絶望感を感じ、自分に批判的になる

不安、緊張、高ぶっているという感覚がある

仕事・学校・友人関係・趣味に対しての興味が減

る

圧倒される、または自分をコントロールできない

感覚がある

はい いいえ
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 月経前症候群(PMS)、月経前不快気分障害(PMDD)の困難度 

図表 23 に挙げた月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害（PMDD）の状況を示す 11 項目の回答

状況をもとに、月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害（PMDD）の困難度を３段階に分類したとこ

ろ、3000 人のうち、「PMS／PMDD の困難度中」が 706 人（23.5％）、「PMS／PMDD の困難度高」が

1434 人（47.8％）となっている。 

図表 24 Q21 月経前症候群(PMS)、月経前不快気分障害(PMDD)の困難度 

 

（注）「女性の健康推進室 ヘルスケアラボ」（厚生労働省研究班ホームページ）内の「これって病気かな？女性の病気セル

フチェック 月経前症候群(PMS)／月経前不快気分障害(PMDD)チェック」の診断結果を参考に、図表 23 で挙げた

月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害（PMDD）の状況を示す 11 項目について、「はい」が１項目以下の回答

者を「PMS／PMDD の困難度低」、「はい」が２～４項目の回答者を「PMS／PMDD の困難度中」、「はい」が５項目

以上の回答者を「PMS／PMDD の困難度高」とカテゴリ化している。なお、このセルフチェック自体は、診断受診

推奨を目的としていることから、診断基準等には基づいていない。 

 

  

860(28.7%) 706(23.5%) 1434(47.8%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

PMS／PMDDの困難度低 PMS／PMDDの困難度中 PMS／PMDDの困難度高
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 月経前症候群(PMS)、月経前不快気分障害(PMDD)があるときの対処方法 

Q21 で挙げた月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害（PMDD）の状況を示す 11 項目のうち１つ

以上の項目で「はい」と回答した人（2415 人）について、月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害

（PMDD）があるときの対処方法をみると「いつもしている」と「たいていしている」の合計が最も多い

のは、「症状が出ても我慢している」で 929 人（38.5％）となっている。次いで、「市販の痛み止めを服用

している」が 640 人（26.5％）となっている。 

図表 25 Q22 月経前症候群(PMS)、月経前不快気分障害(PMDD)があるときの対処方法:それぞれについ

て単数回答 

 

（注１）「その他」は任意回答としたため、n が小さく参考値である。 

（注２）図表内の構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、本文中で言及している割合の合計と一致しない

場合がある。 

 

  

436
(18.1%)

311
(12.9%)

113(4.7%)

113(4.7%)

12(46.2%)

493
(20.4%)

329
(13.6%)

111(4.6%)

96(4.0%)

2
(7.7%)

315
(13.0%)

337
(14.0%)

231
(9.6%)

207
(8.6%)

1(3.8%)

210(8.7%)

225(9.3%)

450(18.6%)

378(15.7%)

1(3.8%)

961(39.8%)

1213(50.2%)

1510(62.5%)

1621(67.1%)

10(38.5%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

症状が出ても我慢している(n=2415)

市販の痛み止めを服用している(n=2415)

医療機関（婦人科等）を受診している(n=2415)

医療機関（婦人科等）で処方された痛み止めを服

用している(n=2415)

その他(n=26)

いつもしている たいていしている

あまりしていない 全くしていない：必要だと思うが、していない

全くしていない：必要がない
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 月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害（PMDD）に関して受診しない理由 

Q22 月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害（PMDD）があるときの対処方法として「医療機関

（婦人科等）を受診している」で「あまりしていない」「全くしていない：必要だと思うが、していない」

と回答した人（681 人）について受診しなかった理由をみると、「医療機関に行くほどのことではないと

思うから」が 286 人（42.0％）で最も人数が多く、次いで「医療機関に行く時間がないから」が 198 人

（29.1％）となっている。 

図表 26 Q23 月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害（PMDD）に関して受診しない理由:複数回答 

 

 

  

286(42.0%)

198(29.1%)

138(20.3%)

89(13.1%)

77(11.3%)

58(8.5%)

48(7.0%)

42(6.2%)

36(5.3%)

15(2.2%)

8(1.2%)

24(3.5%)

109(16.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療機関に行くほどのことではないと思うから

医療機関に行く時間がないから

医療機関に行くためのお金がないから

新型コロナウイルスの影響で外出を控えている

から

仕事を休みづらいから

医療機関に行くことが恥ずかしいから

人の目が気になるから

どの診療科にかかればよいかわからないから

医療機関が遠い／交通手段がないから

保護者や同居者に医療機関に行くことを知られ

たくないから

保護者や同居者に医療機関に行くことを反対さ

れているから

その他

特にない

全体(n=681)
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 生理用品の利用状況 

普段利用している生理用品についてみると、3000 人のうち、「生理用の紙ナプキン」で「生理中、毎日

使う（週７日）」が 2266 人（75.5％）と最も多い。 

図表 27 Q24 生理用品の利用状況:それぞれについて単数回答 

 
（注）「その他」は任意回答としたため、n が小さく参考値である。 

 

３．生理用品等の購入・入手に苦労したこと・理由 

 生理用品の購入・入手に苦労したこと 

新型コロナウイルス発生後（2020 年２月頃以降）から現在までの間に生理用品の購入・入手に苦労し

たことをみると、3000 人のうち、「一度もない」が 2145 人（71.5％）で最も人数が多く、「よくある」が

65 人（2.2％）、「ときどきある」が 179 人（6.0％）となっており、これらを合計した人数は 244 人（8.1％）

となっている。 

図表 28 Q25_1 生理用品の購入・入手に苦労したこと:単数回答 

 
（注）図表内の構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、本文中で言及している割合の合計と一致しない場

合がある。 

  

2266(75.5%)

160(5.3%)

85(2.8%)

75(2.5%)

29(1.0%)

8(24.2%)

451
(15.0%)

65(2.2%)

56(1.9%)

37(1.2%)

22(0.7%)

1(3.0%)

138
(4.6%)

70(2.3%)
184

(6.1%)

34(1.1%)

34(1.1%)

2(6.1%)

44(1.5%)

79(2.6%)

287(9.6%)

43(1.4%)

14(0.5%)

9(27.3%)

101(3.4%)

2626(87.5%)

2388(79.6%)

2811(93.7%)

2901(96.7%)

13(39.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生理用の紙ナプキン(n=3000)

吸水型サニタリーショーツ（ナプキン不要のもの）
(n=3000)

タンポン(n=3000)

生理用の布ナプキン(n=3000)

月経カップ(n=3000)

その他(n=33)

生理中、毎日使う（週７日） 生理中、ほぼ毎日使う（週５～６日）

生理中、半分程度使っている（週３～４日） 生理中、たまに使っている（週１～２日）

全く使っていない

65(2.2%)

179
(6.0%)

611(20.4%) 2145(71.5%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

よくある ときどきある あまりない 一度もない
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 医療機関（婦人科等）の受診に苦労したこと 

新型コロナウイルス発生後（2020 年２月頃以降）から現在までの間に医療機関（婦人科等）の受診に

苦労したことをみると、3000 人のうち、「一度もない」が 1274 人（42.5％）で最も人数が多く、「よく

ある」が 61 人（2.0％）、「ときどきある」が 183 人（6.1％）となっており、これらを合計した人数は 244

人（8.1％）となっている。 

図表 29 Q25_2 医療機関（婦人科等）の受診に苦労したこと:単数回答 

 

 
（注）図表内の構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、本文中で言及している割合の合計と一致しない場

合がある。 

 

 市販の痛み止めの購入・入手に苦労したこと 

新型コロナウイルス発生後（2020 年２月頃以降）から現在までの間に市販の痛み止めの購入・入手に

苦労したことをみると、3000 人のうち、「一度もない」が 1489 人（49.6％）で最も人数が多く、「よく

ある」が 47 人（1.6％）、「ときどきある」が 138 人（4.6％）となっており、これらを合計した人数は 185

人（6.2％）となっている。 

図表 30 Q25_3 市販の痛み止めの購入・入手に苦労したこと:単数回答 

 
（注２）図表内の構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、本文中で言及している割合の合計と一致しない

場合がある。 

 

 

  

61(2.0%)
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(6.1%)

470(15.7%) 1274(42.5%) 1012(33.7%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

よくある ときどきある あまりない 一度もない 必要がなく、普段から利用していない

47(1.6%)

138
(4.6%)

498(16.6%) 1489(49.6%) 828(27.6%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

よくある ときどきある あまりない 一度もない 必要がなく、普段から利用していない
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 生理用品の購入・入手に苦労している理由 

Q25_1 で新型コロナウイルス発生後（2020 年２月頃以降）から現在までの間に生理用品の購入・入手

に苦労したことが「よくある」「ときどきある」と回答した人（244 人）についてその理由をみると、「自

分の収入が少ないから」が 92 人（37.7％）で最も人数が多く、次いで「自分のために使えるお金が少な

いから」が 70 人（28.7％）となっている。 

その他については、理由の記載があった 22 件のうち、「品薄・売り切れ」が 15 件と多くを占めている

（世帯年収や年代による違いはみられない）。 

図表 31 Q26_1 生理用品の購入・入手に苦労している理由:複数回答 

 

 

 医療機関（婦人科等）の受診に苦労している理由 

Q25_2 で新型コロナウイルス発生後（2020 年２月頃以降）から現在までの間に医療機関（婦人科等）

の受診に苦労したことが「よくある」「ときどきある」と回答した人（244 人）についてその理由をみる

と、「自分のために使えるお金が少ないから」が 79 人（32.4％）で最も人数が多く、次いで「自分の収入

が少ないから」が 68 人（27.9％）となっている。 

その他については、理由の記載があった 41 件のうち、「コロナ禍で行きづらい、感染リスクがあるか

ら」が 12 件、「予約が取れない」が 11 件、「自分の時間がとれない」が 7 件と多くなっている。このう

ち、「コロナ禍で行きづらい、感染リスクがあるから」については、年代による違いはみられないが、「予

約が取れない」、「自分の時間が取れない」では 40 代の回答が多くなっている。また、いずれの理由も世

帯年収が「300 万円以上」で多くなっている。 

 

92(37.7%)

70(28.7%)

59(24.2%)

23(9.4%)

20(8.2%)

9(3.7%)

8(3.3%)

8(3.3%)

25(10.2%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の収入が少ないから

自分のために使えるお金が少ないから

その他のことにお金を使わなければいけないから

高額だから

自分で買うのが恥ずかしいから

保護者や同居者の収入が少ないから

保護者や同居者に買ってほしいが、頼むことが恥ずかしいから

保護者や同居者に買ってほしいが、買ってくれないから

その他

全体(n=244)
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図表 32 Q26_2 医療機関（婦人科等）の受診に苦労している理由:複数回答 

 

 

 市販の痛み止めの購入・入手に苦労している理由 

Q25_3 で新型コロナウイルス発生後（2020 年２月頃以降）から現在までの間に市販の痛み止めの購

入・入手に苦労したことが「よくある」「ときどきある」と回答した人（185 人）についてその理由をみ

ると、「自分のために使えるお金が少ないから」が 57 人（30.8％）で最も人数が多く、次いで「自分の収

入が少ないから」が 52 人（28.1％）となっている。 

その他については、理由の記載があった 33 件のうち、「品薄・売り切れ」が 24 件と多くを占めている

（世帯年収や年代による違いはみられない）。 

 

図表 33 Q26_3 市販の痛み止めの購入・入手に苦労している理由:複数回答 

 

 

 

79(32.4%)

68(27.9%)

56(23.0%)

33(13.5%)

24(9.8%)

10(4.1%)

8(3.3%)

48(19.7%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分のために使えるお金が少ないから

自分の収入が少ないから

その他のことにお金を使わなければいけないから

高額だから

自分で医療機関を受診するのが恥ずかしいから

保護者や同居者の収入が少ないから

保護者や同居者に医療機関を受診させてほしいが反対するか

ら

その他

全体(n=244)

57(30.8%)

52(28.1%)

41(22.2%)

15(8.1%)

12(6.5%)

5(2.7%)

5(2.7%)

3(1.6%)

34(18.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分のために使えるお金が少ないから

自分の収入が少ないから

その他のことにお金を使わなければいけないから

自分で買うのが恥ずかしいから

高額だから

保護者や同居者の収入が少ないから

保護者や同居者に買ってほしいが、買ってくれないから

保護者や同居者に買ってほしいが、頼むことが恥ずかしいから

その他

全体(n=185)
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４．心身の健康への影響 

 生理用品を購入・入手できないときの対処 

Q25_1 で新型コロナウイルス発生後（2020 年２月頃以降）から現在までの間に生理用品の購入・入手

に苦労したことが「よくある」「ときどきある」と回答した人（244 人）について、そのときの対処方法

をみると、「生理用品を交換する頻度や回数を減らす（長時間利用する等）」で、「よくある」「ときどきあ

る」を合計した人数が 122 人（50.0％）と最も多い。次いで、「トイレットペーパーやティッシュペーパ

ー等で代用する」において「よくある」「ときどきある」を合計した人数が 105 人（43.0％）となってい

る。 

図表 34 Q27 生理用品を購入・入手できないときの対処:それぞれについて単数回答 

 
（注１）「その他」は任意回答としたため、n が小さく参考値である。 

（注２）図表内の構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、本文中で言及している割合の合計と一致しない

場合がある。 

 

 

  

41(16.8%)

33(13.5%)

39(16.0%)

25
(10.2%)

20
(8.2%)

14(5.7%)

16(6.6%)

1(20.0%)

81(33.2%)

72(29.5%)

58(23.8%)

56(23.0%)

49(20.1%)

46(18.9%)

44(18.0%)

1(20.0%)

47(19.3%)

62(25.4%)

53(21.7%)

56(23.0%)

59(24.2%)

55(22.5%)

48(19.7%)

1(20.0%)

75(30.7%)

77(31.6%)

94(38.5%)

107(43.9%)

116(47.5%)

129(52.9%)

136(55.7%)

2(40.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生理用品を交換する頻度や回数を減らす（長時間

利用する等）(n=244)

トイレットペーパーやティッシュペーパー等で代

用する(n=244)

家族や同居者に生理用品をゆずってもらう(n=244)

友達に生理用品をゆずってもらう(n=244)

職場の同僚や知人に生理用品をゆずってもらう
(n=244)

民間団体や行政、学校等で無償配布されている生

理用品を使用する(n=244)

タオルやガーゼ等の布で代用する(n=244)

その他(n=5)

よくある ときどきある あまりない 一度もない
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 生理用品を購入・入手できないときに経験した症状 

Q27 で生理用品の購入・入手に苦労したときの対処法として、「生理用品を交換する頻度や回数を減ら

す（長時間利用する等）」、「トイレットペーパーやティッシュペーパー等で代用する」、「タオルやガーゼ

等の布で代用する」のいずれかについて「よくある」または「ときどきある」と回答した人（151 人）に

対して、生理用品を購入・入手できないときに経験した症状を把握した。 

「よくある」「ときどきある」を合計した人数は、「かぶれ」で 111 人（73.5％）と最も多く、次いで、

「かゆみ」での人数が 108 人（71.5％）となっている。 

図表 35 Q28 生理用品を購入・入手できないときに経験した症状:それぞれについて単数回答 

 
（注１）「その他」は任意回答としたため、n が小さく参考値である。 

（注２）図表内の構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、本文中で言及している割合の合計と一致しない

場合がある。 

 

 Q28の症状が出たときの受診状況 

生理用品を購入・入手できないときに Q28 に挙げた内、１つ以上の症状を経験したことが「よくある」

「ときどきある」と回答した人（128 人）について、症状が出たときの医療機関（婦人科等）の受診状況

をみると、「一度も受診しなかった」が 63 人（49.2％）で最も人数が多く、次いで「ときどき受診した」

が 33 人（25.8％）となっている。「毎回受診した」は 13 人（10.2％）となっている。 

図表 36 Q29 Q28の症状が出たときの受診状況:単数回答 

 

  

42(27.8%)

34(22.5%)

25(16.6%)

32(21.2%)

22(14.6%)

13(8.6%)

1(20.0%)

69(45.7%)

74(49.0%)

59(39.1%)

48(31.8%)

55(36.4%)

33(21.9%)

0(0.0%)

22(14.6%)

29(19.2%)

36(23.8%)

44(29.1%)

38(25.2%)

40(26.5%)

1(20.0%)

18(11.9%)

14(9.3%)

31(20.5%)

27(17.9%)

36(23.8%)

65(43.0%)

3(60.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かぶれ(n=151)

かゆみ(n=151)

外陰部のかゆみなどの症状(n=151)

おりものの量や色の異常(n=151)

外陰部などの発赤、悪臭(n=151)

膣内に入れたものがとれない(n=151)

その他(n=5)

よくある ときどきある あまりない 一度もない

13(10.2%) 33(25.8%) 18(14.1%) 63(49.2%)

1(0.8%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=128)

毎回受診した ときどき受診した ほとんど受診しなかった 一度も受診しなかった その他
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 症状が出たときに受診していない理由 

Q29 で生理用品を購入・入手できず症状が出たときに「ときどき受診した」「ほとんど受診しなかった」

「一度も受診しなかった」「その他」と回答した人（115 人）について受診していない理由をみると、「医

療機関に行く時間がないから」が 42 人（36.5％）で最も人数が多く、次いで「医療機関に行くためのお

金がないから」が 38 人（33.0％）となっている。 

図表 37 Q30 症状が出たときに受診していない理由:複数回答 

 

  

42(36.5%)

38(33.0%)

31(27.0%)

20(17.4%)

19(16.5%)

18(15.7%)

18(15.7%)

16(13.9%)

8(7.0%)

7(6.1%)

1(0.9%)

2(1.7%)

9(7.8%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療機関に行く時間がないから

医療機関に行くためのお金がないから

医療機関に行くほどのことではないと思うから

人の目が気になるから

新型コロナウイルスの影響で外出を控えているから

医療機関が遠い／交通手段がないから

医療機関に行くことが恥ずかしいから

仕事を休みづらいから

保護者や同居者に医療機関に行くことを知られたく

ないから

どの診療科にかかればよいかわからないから

保護者や同居者に医療機関に行くことを反対されて

いるから

その他

特にない

全体(n=115)
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 悩みやストレスの状況（K6得点） 

悩みやストレスの状況について「K6 得点3」を用いて測定した。3000 人のうち、全体では、「０～４点」

が 1454 人（48.5％）で最も人数が多く、10 点以上4の人数は 1025 人（34.2％）となっている。 

図表 38 Q38 悩みやストレスの状況（K6得点）０～24点:単数回答 

 
（注）図表内の構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、本文中で言及している割合の合計と一致しない場

合がある。 

 

５．社会生活への影響 

 生理用品を購入・入手できないことが理由で経験したこと 

Q25_1 で新型コロナウイルス発生後（2020 年２月頃以降）から現在までの間に生理用品の購入・入手

に苦労したことが「よくある」「ときどきある」と回答した人（244 人）に対して、生理用品を購入・入

手できないことが理由で経験したことを、「新型コロナウイルス発生後（2020 年 2 月頃以降）」と「ここ

６か月」の状況について把握した。 

  

                                                   
3 K6 はうつ病・不安障害などの精神疾患をスクリーニングすることを目的に、Kessler ら（2003）※１によって開発され

た尺度である。「神経過敏に感じましたか」、「絶望的だと感じましたか」、「そわそわ、落ち着かなく感じましたか」、「気分

が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか」、「何をするのも骨折りだと感じましたか」、「自分は価

値のない人間だと感じましたか」の６つの設問について、過去 30 日間の状況を５段階（「まったくない」（０点）、「少しだ

け」（１点）、「ときどき」（２点）、「たいてい」（３点）、「いつも」（４点））で点数化し、合計得点が高いほど精神的な不調

が深刻な可能性があるとされている。なお、日本語版は Furukawa ら（2008）※２によって開発されている。 

※１：Kessler, R.C., Barker, P.R., Colpe, L.J., Epstein, J.F., Gfroerer, J.C.,Hiripi, E., Howes, M.J, Normand, S-L.T., 

Manderscheid, R.W., Walters,E.E., Zaslavsky, A.M. (2003) Screening for serious mental illness in the general 

population Archives of General Psychiatry. 60(2),184-189. 

 ※２： Furukawa TA, Kawakami N, Saitoh M, Ono Y, Nakane Y, Nakamura Y, Tachimori H, Iwata N, Uda H, Nakane 

H, Watanabe M, Naganuma Y, Hata Y, Kobayashi M, Miyake Y, Takeshima T & Kikkawa T (2008) The performance of 

the Japanese version of the K6 and K10 in the World Mental Health Survey Japan. Int J Methods Psychiatr Res, 17, 

152-158. 
4 厚生労働省「健康日本 21（第二次）」では、「気分障害・不安障害に相当する心理的苦痛を感じている者の割合の減少」

を目標に掲げているが、その達成状況を、国民生活基礎調査の「20 歳以上で、こころの状態に関する６項目の質問（K6）

の合計点（０～24 点）における 10 点以上」の割合によって確認している。なお、令和４年度の目標値は 9.4％である。 

1454(48.5%) 521(17.4%) 536(17.9%) 489(16.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

０～４点 ５～９点 10～14点 15点以上
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1)新型コロナウイルス発生後（2020年２月以降）の状況 

新型コロナウイルス発生後（2020 年２月以降）の状況をみると、「プライベートのイベント、遊びの予

定をあきらめる」で「よくある」「ときどきある」の合計が 98 人（40.2%）と最も多く、次いで「家事・

育児・介護が手につかない」で 87 人（35.7％）となっている。 

図表 39 Q31_1 新型コロナウイルス発生後（2020年 2月以降）に生理用品を購入・入手できないこと

が理由で経験したこと:それぞれについて単数回答 

 

（注１）「その他」は任意回答としたため、n が小さく参考値である。 

（注２）図表内の構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、本文中で言及している割合の合計と一致しない

場合がある。 

 

  

43(17.6%)

31
(12.7%)

37
(15.2%)

15(6.1%)

25(10.2%)

16(6.6%)

19(7.8%)

1(25.0%)

55(22.5%)

56(23.0%)

46(18.9%)

55(22.5%)

39(16.0%)

43(17.6%)

37(15.2%)

0(0.0%)

56(23.0%)

50(20.5%)

57(23.4%)

46(18.9%)

47(19.3%)

51(20.9%)

53(21.7%)

0(0.0%)

90(36.9%)

107(43.9%)

104(42.6%)

128(52.5%)

133(54.5%)

134(54.9%)

135(55.3%)

3(75.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プライベートのイベント、遊びの予定をあきらめ

る(n=244)

家事・育児・介護が手につかない(n=244)

学業や仕事に集中できない(n=244)

学業・仕事中の休憩の頻度を増やす(n=244)

学校や職場を遅刻、早退、欠席する(n=244)

勤務日数を減らす(n=244)

勤務時間を減らす(n=244)

その他(n=4)

よくある ときどきある あまりない 一度もない
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2)ここ６か月の状況 

ここ６か月の状況をみると、「プライベートのイベント、遊びの予定をあきらめる」で「よくある」「と

きどきある」の合計が 88 人（36.1％）と最も多く、次いで「家事・育児・介護が手につかない」で 77 人

（31.6％）となっている。 

図表 40 Q31_2 ここ６か月に生理用品を購入・入手できないことが理由で経験したこと:それぞれにつ

いて単数回答 

 

（注１）「その他」は任意回答としたため、n が小さく参考値である。 

（注２）図表内の構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、本文中で言及している割合の合計と一致しない

場合がある。 

 

  

36(14.8%)

30
(12.3%)

34
(13.9%)

21
(8.6%)

22
(9.0%)

21
(8.6%)

18(7.4%)

1(25.0%)

52(21.3%)

47
(19.3%)

39
(16.0%)

41
(16.8%)

40
(16.4%)

34
(13.9%)

30(12.3%)

0(0.0%)

52(21.3%)

49(20.1%)

52(21.3%)

49(20.1%)

51(20.9%)

50(20.5%)

58(23.8%)

0(0.0%)

104(42.6%)

118(48.4%)

119(48.8%)

133(54.5%)

131(53.7%)

139(57.0%)

138(56.6%)

3(75.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プライベートのイベント、遊びの予定をあきらめ

る(n=244)

家事・育児・介護が手につかない(n=244)

学業や仕事に集中できない(n=244)

学校や職場を遅刻、早退、欠席する(n=244)

学業・仕事中の休憩の頻度を増やす(n=244)

勤務日数を減らす(n=244)

勤務時間を減らす(n=244)

その他(n=4)

よくある ときどきある あまりない 一度もない
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 ここ６か月の間に生理があることや生理による体調不良が理由で経験したこと 

ここ６か月の間に生理があることや生理による体調不良が理由で経験したことをみると、「学業や仕事

に集中できない」で「よくある」「ときどきある」の合計が 874 人（29.1％）と最も多く、次いで「プラ

イベートのイベント、遊びの予定をあきらめる」で 736 人（24.5％）となっている。 

図表 41 Q32 ここ６か月の間に生理があることや生理による体調不良が理由で経験したこと:それぞれ

について単数回答 

 
（注１）「その他」は任意回答としたため、n が小さく参考値である。 

（注２）図表内の構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、本文中で言及している割合の合計と一致しない

場合がある。 

 

 生理にかかる１か月のおおよその出費 

1)生理用品の購入にかける１か月あたりの平均的な費用 

生理用品の購入にかかる１か月あたりの平均的な費用を「新型コロナウイルス発生前（2020 年１月以

前）」と「ここ６か月」について把握した。 

 

  

240
(8.0%)

200(6.7%)

184(6.1%)

99(3.3%)

62(2.1%)

52(1.7%)

47(1.6%)

3(20.0%)

634(21.1%)

536(17.9%)

498(16.6%)

357(11.9%)

212(7.1%)

148(4.9%)

154(5.1%)

0(0.0%)

479(16.0%)

671(22.4%)

574(19.1%)

547(18.2%)

544(18.5%)

444(14.8%)

462(15.4%)

5(33.3%)

1647(54.9%)

1593(53.1%)

1744(58.1%)

1997(66.6%)

2172(72.4%)

2356(78.5%)

2337(77.9%)

7(46.7%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学業や仕事に集中できない(n=3000)

プライベートのイベント、遊びの予定をあきらめ

る(n=3000)

家事・育児・介護が手につかない(n=3000)

学業・仕事中の休憩の頻度を増やす(n=3000)

学校や職場を遅刻、早退、欠席する(n=3000)

勤務日数を減らす(n=3000)

勤務時間を減らす(n=3000)

その他(n=15)

よくある ときどきある あまりない 一度もない
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① 新型コロナウイルス発生前（2020年 1月以前） 

新型コロナウイルス発生前（2020 年１月以前）の生理用品の購入にかける費用をみると、3000 人のう

ち、「300 円～500 円未満」が 844 人（28.1％）で最も人数が多く、次いで「300 円未満」が 565 人（18.8％）

となっている。 

図表 42 Q33_1_1 生理用品の購入にかける費用（新型コロナウイルス発生前）:単数回答 

 

 

② ここ６か月 

ここ６ヶ月の生理用品の購入にかける費用をみると、3000 人のうち、「300 円～500 円未満」が 803 人

（26.8％）で最も人数が多く、次いで「300 円未満」が 572 人（19.1％）となっている。 

図表 43 Q33_2_1 生理用品の購入にかける費用（ここ６か月）:単数回答 

 

 

  

224
(7.5%)

565(18.8%) 844(28.1%) 526(17.5%) 369(12.3%)
234

(7.8%)
100

(3.3%)
37

(1.2%)

29
(1.0%)

61
(2.0%)

11
(0.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

０円 300円未満 300円～500円未満 500円～700円未満

700円～1000円未満 1000円～1500円未満 1500円～2000円未満 2000円～2500円未満

2500円～3000円未満 3000円以上 当時は生理がなかった

257
(8.6%)

572(19.1%) 803(26.8%) 509(17.0%)
343

(11.4%)
266

(8.9%)

93
(3.1%)

61
(2.0%)

33
(1.1%)

63
(2.1%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

０円 300円未満 300円～500円未満 500円～700円未満

700円～1000円未満 1000円～1500円未満 1500円～2000円未満 2000円～2500円未満

2500円～3000円未満 3000円以上
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2)医療機関（婦人科等）の受診にかける１か月あたりの平均的な費用 

Q25_2 で「医療機関（婦人科等）の受診」について「必要がなく、普段から利用していない」以外を回

答した人（1988 人）について、医療機関（婦人科等）の受診にかけるひと月あたりの平均的な費用を「新

型コロナウイルス発生前（2020 年１月以前）」と「ここ６か月」について把握した。 

 

① 新型コロナウイルス発生前（2020年 1月以前） 

新型コロナウイルス発生前（2020 年１月以前）の医療機関（婦人科等）の受診にかける費用をみると、

「０円」が 1385 人（69.7％）で最も人数が多く、次いで「3000 円以上」が 108 人（5.4％）となってい

る。 

図表 44 Q33_1_2 医療機関（婦人科等）の受診にかける費用（新型コロナウイルス発生前）:単数回答 

 

 

② ここ６か月 

ここ６か月の医療機関（婦人科等）の受診にかける費用をみると、「０円」が 1420 人（71.4％）で最

も人数が多く、次いで「3000 円以上」が 97 人（4.9％）となっている。 

図表 45 Q33_2_2 医療機関（婦人科等）の受診にかける費用（ここ６か月）:単数回答 

 

 

  

1385(69.7%)

66
(3.3%)

70
(3.5%)

70
(3.5%)

63
(3.2%)

64
(3.2%)

45
(2.3%)

39
(2.0%)

40
(2.0%)

108
(5.4%)

38
(1.9%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1988)

０円 300円未満 300円～500円未満 500円～700円未満

700円～1000円未満 1000円～1500円未満 1500円～2000円未満 2000円～2500円未満

2500円～3000円未満 3000円以上 当時は生理がなかった

1420(71.4%)

74
(3.7%)

82
(4.1%)

70
(3.5%)

62
(3.1%)

62
(3.1%)

42
(2.1%)

37
(1.9%)

42
(2.1%)

97
(4.9%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1988)

０円 300円未満 300円～500円未満 500円～700円未満

700円～1000円未満 1000円～1500円未満 1500円～2000円未満 2000円～2500円未満

2500円～3000円未満 3000円以上
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3)市販の痛み止めの購入にかける１か月あたりの平均的な費用 

Q25_3 で「市販の痛み止めの購入」について「必要がなく、普段から利用していない」以外を回答し

た人（2172 人）について、市販の痛み止めの購入にかけるひと月あたりの平均的な費用を「新型コロナ

ウイルス発生前（2020 年１月以前）」と「ここ６か月」について把握した。 

 

① 新型コロナウイルス発生前（2020年 1月以前） 

新型コロナウイルス発生前（2020 年１月以前）の市販の痛み止めの購入に欠ける費用をみると、「０

円」が 936 人（43.1％）で最も人数が多く、次いで「700 円～1000 円未満」が 256 人（11.8％）となっ

ている。 

図表 46 Q33_1_3 市販の痛み止めの購入にかける費用（新型コロナウイルス発生前）:単数回答 

 

 

② ここ６か月 

ここ６か月の市販の痛み止めの購入に欠ける費用をみると、「０円」が 1048 人（48.3％）で最も人数

が多く、次いで「300 円未満」が 224 人（10.3％）となっている。 

図表 47 Q33_2_3 市販の痛み止めの購入に欠ける費用（ここ６か月）:単数回答 

 

 

  

936(43.1%)
234

(10.8%)

196
(9.0%)

236
(10.9%)

256
(11.8%)

171
(7.9%)

53
(2.4%)

26
(1.2%)

12
(0.6%)

24
(1.1%)

28
(1.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2172)

０円 300円未満 300円～500円未満 500円～700円未満

700円～1000円未満 1000円～1500円未満 1500円～2000円未満 2000円～2500円未満

2500円～3000円未満 3000円以上 当時は生理がなかった

1048(48.3%)
224

(10.3%)
197

(9.1%)
210

(9.7%)

210
(9.7%)

166
(7.6%)

48
(2.2%)

27
(1.2%)

11
(0.5%)

31
(1.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2172)

０円 300円未満 300円～500円未満 500円～700円未満

700円～1000円未満 1000円～1500円未満 1500円～2000円未満 2000円～2500円未満

2500円～3000円未満 3000円以上
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６．生理に関する情報の入手先・相談先 

 生理に関する情報の入手先 

1)初めて生理になったときの情報の入手先 

初めて生理になったときの生理に関する情報の入手先をみると、3000 人のうち、「母親」が 2309 人

（77.0％）で最も人数が多く、次いで「学校の授業」が 699 人（23.3％）となっている。 

図表 48 Q34_1 初めて生理になったときの情報の入手先:複数回答 

 

  

2309(77.0%)

699(23.3%)

241(8.0%)

221(7.4%)

114(3.8%)

59(2.0%)

45(1.5%)

41(1.4%)

36(1.2%)

29(1.0%)

28(0.9%)

12(0.4%)

6(0.2%)

5(0.2%)

3(0.1%)

10(0.3%)

334(11.1%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

学校の授業

友人・知人

学校の教員（養護教諭等）

姉妹

書籍・雑誌

インターネットの検索・質問投稿ホームページ

生理用品のメーカーや製薬会社のホームページ

テレビ

父親

ＳＮＳやブログ

婦人科や専門職機関（医師会、学会等）のホームページ

「女性の健康推進室 ヘルスケアラボ」（厚生労働省研究班

ホームページ）

医療従事者（医師、看護師、助産師、保健師等）

兄弟

その他

特にない

全体(n=3000)
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2)現在の情報の入手先 

現在の生理に関する情報の入手先をみると、3000 人のうち、「インターネットの検索・質問投稿ホーム

ページ」が 682 人（22.7％）で人数が多く、次いで、「母親」が 562 人（18.7％）となっている。その他、

「特にない」が 1211 人（40.4％）みられる。 

図表 49 Q34_2 現在の情報の入手先:複数回答 

 

  

682(22.7%)

562(18.7%)

403(13.4%)

325(10.8%)

308(10.3%)

205(6.8%)

162(5.4%)

112(3.7%)

109(3.6%)

88(2.9%)

46(1.5%)

45(1.5%)

34(1.1%)

33(1.1%)

19(0.6%)

17(0.6%)

3(0.1%)

2(0.1%)

10(0.3%)

1211(40.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネットの検索・質問投稿ホームページ

母親

ＳＮＳやブログ

友人・知人

生理用品のメーカーや製薬会社のホームページ

テレビ

婦人科や専門職機関（医師会、学会等）のホー

ムページ

姉妹

医療従事者（医師、看護師、助産師、保健師

等）

書籍・雑誌

職場の上司・同僚・後輩

配偶者・パートナー

「女性の健康推進室 ヘルスケアラボ」（厚生

労働省研究班ホームページ）

学校の授業

父親

学校の教員（養護教諭等）

産業医や職場の健康管理部門

兄弟

その他

特にない

全体(n=3000)
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 生理に関する情報 

1)これまで情報を得たことがある生理に関する情報 

生理に関する情報の中でこれまでに情報を得たことがあるものをみると、3000 人のうち、「ナプキン

やタンポン以外の生理用品の種類や使い方」が 1286 人（42.9％）で最も人数が多く、次いで「生理痛、

月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害（PMDD）の症状」が 1099 人（36.6％）となっている。な

お、「特にない」が 1170 人（39.0％）で人数が多くなっている。 

図表 50 Q35_1 これまで情報を得たことがある生理に関する情報:複数回答 

 

 

  

1286(42.9%)

1099(36.6%)

762(25.4%)

421(14.0%)

248(8.3%)

226(7.5%)

148(4.9%)

128(4.3%)

119(4.0%)

84(2.8%)

5(0.2%)

1170(39.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ナプキンやタンポン以外の生理用品の種類や使い方

生理痛、月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害

（PMDD）の症状

生理痛、月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害

（PMDD）があるときの対処法

医療機関（婦人科等）を受診する目安

医療機関（婦人科等）の診察内容（問診、触診、内診等）や受

診にかかる費用

医療機関（婦人科等）の特色や評判・口コミ等の情報

医療機関（婦人科等）での自身の症状の伝え方

生理痛、月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害

（PMDD）の症状があるときの家族、学校、職場等への伝え方

生理用品を無償で提供している場所

生理に関して相談できる先

その他

特にない

全体(n=3000)
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2)もっと情報を得たい生理に関する情報 

生理に関する情報の中でもっと情報を得たいものをみると、3000 人のうち、「生理痛、月経前症候群

（PMS）、月経前不快気分障害（PMDD）の症状」が 631 人（21.0％）で多い人数となっている。次いで、

「生理痛、月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害（PMDD）があるときの対処法」が 630 人（21.0％）

となっている。なお、「特にない」が 1542 人（51.4％）で人数が多くなっている。 

図表 51 Q35_2 もっと情報を得たい生理に関する情報:複数回答 

 

  

631(21.0%)

630(21.0%)

527(17.6%)

410(13.7%)

285(9.5%)

242(8.1%)

232(7.7%)

220(7.3%)

200(6.7%)

167(5.6%)

13(0.4%)

1542(51.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生理痛、月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害

（PMDD）の症状

生理痛、月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害

（PMDD）があるときの対処法

ナプキンやタンポン以外の生理用品の種類や使い方

医療機関（婦人科等）を受診する目安

医療機関（婦人科等）の診察内容（問診、触診、内診等）や受

診にかかる費用

医療機関（婦人科等）の特色や評判・口コミ等の情報

生理痛、月経前症候群（PMS）、月経前不快気分障害

（PMDD）の症状があるときの家族、学校、職場等への伝え方

医療機関（婦人科等）での自身の症状の伝え方

生理用品を無償で提供している場所

生理に関して相談できる先

その他

特にない

全体(n=3000)
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 生理について経験している、または経験したこと 

生理について経験している、または経験したこととして以下の 10 項目について把握した。3000 人の

うち、「生理があることで、男性に比べて不利だと感じる」で「よくある（よくあった）」と「ときどきあ

る（ときどきあった）」を合計した人数が 1034 人（34.5％）と最も多い。次いで、「『生理だからイライ

ラしている』『生理だからヒステリック』等、生理や女性への偏見を感じる」で 498 人（16.6％）となっ

ている。 

図表 52 Q36 生理について経験している、または経験したこと:それぞれについて単数回答 

 

（注１）「その他」は任意回答としたため、n が小さく参考値である。 

（注２）図表内の構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、本文中で言及している割合の合計と一致しない

場合がある。 

 

 

  

453
(15.1%)

135(4.5%)

91(3.0%)

80(2.7%)

68(2.3%)

59(2.0%)

61(2.0%)

53(1.8%)

43(1.4%)

35(1.2%)

8(44.4%)

581
(19.4%)

363
(12.1%)

205
(6.8%)

213
(7.1%)

195(6.5%)

168(5.6%)

130(4.3%)

120(4.0%)

85(2.8%)

82(2.7%)

2
(11.1%)

454
(15.1%)

453
(15.1%)

384
(12.8%)

370
(12.3%)

370
(12.3%)

346
(11.5%)

369
(12.3%)

276
(9.2%)

243
(8.1%)

255
(8.5%)

3
(16.7%)

1512(50.4%)

2049(68.3%)

2320(77.3%)

2337(77.9%)

2367(78.9%)

2427(80.9%)

2440(81.3%)

2551(85.0%)

2629(87.6%)

2628(87.6%)

5(27.8%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生理があることで、男性に比べて不利だと感じる
(n=3000)

「生理だからイライラしている」「生理だからヒス

テリック」等、生理や女性への偏見を感じる
(n=3000)

家族に生理中の体調不良について理解してもらえな

い(n=3000)

学校で生理中の体調不良について理解してもらえな

い(n=3000)

自身の体調不良や眠気等を生理と結びつけられる・

決めつけられる(n=3000)

職場で生理中の体調不良について理解してもらえな

い(n=3000)

学校で生理についてからかわれる(n=3000)

学校で、生理中であることを自分の意思に反して公

表させられる(n=3000)

職場で生理についてからかわれる(n=3000)

職場で、生理中であることを自分の意思に反して公

表させられる(n=3000)

その他(n=18)

よくある（よくあった） ときどきある（ときどきあった）

あまりない（あまりなかった） 一度もない
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 生理について話す・相談する相手 

1)生理全般について気軽に話せる相手 

生理全般について気軽に話せる相手は、3000 人のうち、「母親」が 1322 人（44.1％）で最も人数が多

く、次いで「友人・知人」が 824 人（27.5％）となっている。なお、「該当する相手はいないが、欲しい

と思わない」が 845 人（28.2％）となっている。 

図表 53 Q37_1 生理全般について気軽に話せる相手:複数回答 

 

 

2)生理痛、月経前症候群(PMS)、月経前不快気分障害(PMDD)について相談できる相手 

生理痛、月経前症候群(PMS)、月経前不快気分障害(PMDD)について相談できる相手は、3000 人のう

ち、「母親」が 858 人（28.6％）で最も人数が多く、次いで「友人・知人」が 598 人（19.9％）となって

いる。なお、「該当する相手はいないが、欲しいと思わない」が 1106 人（36.9％）で人数が多い。 

図表 54 Q37_2 生理痛、月経前症候群(PMS)、月経前不快気分障害(PMDD)について相談できる相手:複

数回答 

 

1322(44.1%)

824(27.5%)

420(14.0%)

412(13.7%)

182(6.1%)

141(4.7%)

92(3.1%)

37(1.2%)

12(0.4%)

5(0.2%)

4(0.1%)

4(0.1%)

16(0.5%)

118(3.9%)

845(28.2%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

友人・知人

配偶者・パートナー

姉妹

婦人科等の医療機関

職場の上司・同僚

インターネット、SNS

父親

兄弟

学校の教員

産業医や職場の健康管理部門

行政の窓口

その他

該当する相手はいないが、欲しいと思う

該当する相手はいないが、欲しいと思わない

全体(n=3000)

858(28.6%)

598(19.9%)

316(10.5%)

278(9.3%)

196(6.5%)

107(3.6%)
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3)学校、職場、外出先等で生理用品が不足したときに譲ってくれる相手 

学校、職場、外出先等で生理用品が不足したときに譲ってくれる相手は、3000 人のうち、「友人・知人」

が 662 人（22.1％）で人数が多く、次いで、「母親」が 472 人（15.7％）となっている。なお、「該当す

る相手はいないが、欲しいと思わない」が 1406 人（46.9％）で人数が多くなっている。 

図表 55 Q37_3 学校、職場、外出先等で生理用品が不足したときに譲ってくれる相手:複数回答 

 

 

4)日常的に生理用品を購入することが難しいことを相談できる相手 

Q25_1 で新型コロナウイルス発生後（2020 年２月頃以降）から現在までの間に生理用品の購入・入手

に苦労したことが「よくある」「ときどきある」と回答した人（244 人）について、日常的に生理用品を

購入することが難しいことを相談できる相手をみると、「母親」が 103 人（42.2％）で最も人数が多い。

なお、「該当する相手はいないが、欲しいと思わない」が 66 人（27.0％）と人数が多い。 

図表 56 Q37_4 日常的に生理用品を購入することが難しいことを相談できる相手:複数回答 
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19(0.6%)

16(0.5%)

9(0.3%)
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全体(n=244)
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７．支援制度の認知・利用状況 

 生理用品の無償提供の認知状況 

住んでいる地域で生理用品が無償提供されているかを把握したところ、3000 人のうち、「分からない」

が 1932 人（64.4％）で最も人数が多い。「行われている」の回答人数は 214 人（7.1％）となっている。 

図表 57 Q39 生理用品の無償提供の認知状況:単数回答 

 

 

 無償提供を行っている団体 

Q39 で生理用品の無償提供が「行われている」と回答した人（214 人）について、無償提供を行ってい

る団体をみると、「市区町村」が 153 人（71.5％）で非常に人数が多くなっている。次いで「学校」が 30

人（14.0％）となっている。 

図表 58 Q40 無償提供を行っている団体:複数回答 

 

  

214
(7.1%)

854(28.5%) 1932(64.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3000)

行われている 行われていない 分からない

153(71.5%)

30(14.0%)

23(10.7%)

17(7.9%)

3(1.4%)

20(9.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市区町村

学校

地域の民間団体（企業、NPOなど）

都道府県

その他

分からない
全体(n=214)
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 無償提供の充足度 

Q40 にて各団体が生理用品の無償提供を行っていると回答した人について、それぞれの団体が行って

いる無償提供の充足度を把握したところ、「市区町村」では、153 人中 31 人（20.3％）が「十分である」

となっている。 

図表 59 Q41 各団体からの無償提供の充足度:単数回答 

 

（注）「都道府県」「学校」「地域の民間団体（企業、NPO など）」「その他の団体」「行っている団体は分からないが、地域

で無償提供は行われている場合」は n が小さいため参考値である。 

 

 生理用品の無償提供の利用状況 

Q39 で生理用品の無償提供が「行われている」と回答した人（214 人）について、市区町村、都道府

県、学校、地域の民間団体（企業、NPO など）等の各団体から行われている無償提供を利用したことが

あるかを把握したところ、いずれかの団体からの無償提供を利用したことがある」の回答人数は 38 人

（17.8％）となっている。 

図表 60 Q42 生理用品の無償提供の利用状況:単数回答 

 
（注）Q42 は、無償提供を行っている主体（市区町村、都道府県、学校、地域の民間団体、その他の団体、行っている団

体は分からない）別に利用状況を「利用したことがある」「利用したことがない」を単数回答する設問であるが、

少なくとも１つ以上の主体からの無償提供を利用した場合は「利用したことがある」、いずれの団体からの無償提

供も利用していない場合を「利用したことがない」と分類した。 
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 利用したことのある無償提供の提供主体 

Q42 でいずれかの団体による無償提供を「利用したことがある」と回答した人（38 人）について、そ

の提供主体をみると、「市区町村」が 24 人（63.2％）で最も人数が多くなっている。その他、「学校」「地

域の民間団体（企業、NPO など）」がいずれも 6 人（15.8％）となっている。 

図表 61 Q42 利用したことのある無償提供の提供主体:複数回答 

 
（注）Q42 は、無償提供を行っている主体（市区町村、都道府県、学校、地域の民間団体、その他の団体、行っている団

体は分からない）別に利用状況を「利用したことがある」「利用したことがない」を単数回答する設問であるが、

ここでは、少なくとも１つ以上の団体からの無償提供を利用したことがある人に対して、提供された主体をまとめ

ている。 

 

 生理用品の無償提供を利用していない理由 

Q40 にて市区町村、学校、地域の民間団体（企業、NPO など）、都道府県、その他の団体からの無償提

供が行われていることや、行っている団体は分からないが無償提供が行われていること自体を認知して

おり、かつ Q42 にて「利用したことがない」と回答した人について、各団体から行われている無償提供

を利用していない理由を把握した。なお、「市区町村」以外の「学校」、「地域の民間団体（企業、NPO な

ど）」、「都道府県」、「団体は分からないが無償提供が行われている場合」は回答数が少ないことから留意

が必要である。また、「その他の団体」については n=1 のため、結果は掲載していない。 
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6(15.8%)
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1(2.6%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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地域の民間団体（企業、NPOなど）

都道府県

その他の団体

行っている団体は分からない
全体(n=38)
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1)市区町村からの生理用品の無償提供を利用していない理由 

129 人のうち、「必要がなかったから」が 90 人（69.8％）で最も人数が多く、次いで「自分が提供され

る対象に含まれなかったから」が 16 人（12.4％）となっている。 

図表 62 Q43_1 市区町村からの生理用品の無償提供を利用していない理由:複数回答 

 

 

2)都道府県からの生理用品の無償提供を利用していない理由 

14 人のうち、「必要がなかったから」が６人で最も人数が多く、次いで「いつ提供されているのか分か

らなかったから」が４人となっている。 

図表 63 Q43_2 都道府県からの生理用品の無償提供を利用していない理由:複数回答 

 

 

 

 

90(69.8%)

16(12.4%)
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8(6.2%)

6(4.7%)
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4(3.1%)
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0(0.0%)

1(0.8%)

7(5.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要がなかったから

自分が提供される対象に含まれなかったから

申し出るのが恥ずかしかったから

人の目が気になるから

対面での受け取りが必要だったから

いつ提供されているのか分からなかったから

提供場所に行く時間がなかったから

提供される期間が限定されていたから

提供場所が分からなかったから

提供場所が遠い／交通手段がなかったから

保護者や同居者に反対されたから

その他

特にない

全体(n=129)
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提供される期間が限定されていたから

提供場所が分からなかったから

対面での受け取りが必要だったから

提供場所が遠い／交通手段がなかったから

人の目が気になるから

申し出るのが恥ずかしかったから

保護者や同居者に反対されたから

その他

特にない

全体(n=14)
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3)学校からの生理用品の無償提供を利用していない理由 

24 人のうち、「必要がなかったから」が 15 人で最も人数が多く、次いで「自分が提供される対象に含

まれなかったから」が 4 人となっている。その他、「特にない」を回答した人は 4 人となっている。 

図表 64 Q43_3 学校からの生理用品の無償提供を利用していない理由:複数回答 

 

 

4)民間団体（民間企業、NPOなど）からの生理用品の無償提供を利用していない理由 

17 人のうち、「必要がなかったから」が 10 人で最も人数が多く、次いで「自分が提供される対象に含

まれなかったから」が３人となっている。 

図表 65 Q43_4 民間団体（民間企業、NPOなど）からの生理用品の無償提供を利用していない理由:複

数回答 
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5)団体は分からないが、地域で無償提供は行われている場合に利用していない理由 

19 人のうち、「必要がなかったから」が 11 人で最も人数が多く、次いで「いつ提供されているのか分

からなかったから」「提供場所が分からなかったから」が３人となっている。その他、「特にない」を回答

した人が３人みられる。 

図表 66 Q43_6 団体は分からないが、地域で無償提供は行われている場合に利用していない理由:複数

回答 

 

 職場の支援策の認知状況 

「正社員」「会社役員」「契約社員・嘱託社員」「パート・アルバイト」「派遣社員」として働いている回

答者（1920 人）について、職場の支援策の認知状況を把握した。 

職場の支援策として、「生理休暇」で「ある」と回答した人数が 424 人（22.1％）で最も多い。次いで、

「生理痛がひどいときに休憩できるスペース」で 188 人（9.8％）となっている。 

図表 67 Q44 職場の支援策の認知状況:それぞれについて単数回答 

 

（注）「その他」は任意回答としたため、n が小さく参考値である。 
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(n=1920)

その他(n=10)

ある ない 分からない
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 職場の支援策の利用状況 

Q44 で職場における各支援策が「ある」と回答した人について、それぞれの利用状況を把握したとこ

ろ、「女性従業員を対象とした生理に関するセミナー」で 27 人中 10 人（37.0％）が利用しているが、回

答数が少ないため留意が必要である。その他、「生理中のテレワーク」では 65 人中 20 人（30.8％）、「生

理痛がひどいときに休憩できるスペース」では 188 人中 53 人（28.2％）が支援策を利用していると回答

している。 

職場の支援策として「ある」の人数が最も多い「生理休暇」については、424 人中 52 人（12.3％）が

「利用したことがある」と回答している。 

図表 68 Q45 職場の支援策の利用状況:それぞれについて単数回答 

 
（注１）「女性従業員を対象とした生理に関するセミナー」は n が小さいため留意が必要である。 

（注２）「その他」の利用状況も把握したが、n=1 のため掲載していない。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性従業員を対象とした生理に関するセミナー
(n=27)

生理中のテレワーク(n=65)
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 経済的理由から生理用品を購入することが難しい場合、支援してほしいこと 

経済的理由から生理用品を購入することが難しい場合、支援してほしいことをみると、3000人のうち、

「生理用品に軽減税率（消費税率８％など）を適用してほしい」が 1531 人（51.0％）で最も人数が多く、

次いで「公共施設のトイレに無償で使える生理用品を設置してほしい」が 811 人（27.0％）となってい

る。なお、「特にない」が 918 人（30.6％）となっている。 

図表 69 Q46 経済的理由から生理用品を購入することが難しい場合、支援してほしいこと:複数回答 
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8(0.3%)

918(30.6%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生理用品に軽減税率（消費税率８％など）を適用し

てほしい

公共施設のトイレに無償で使える生理用品を設置し

てほしい

駅やスーパー等、日常的に立ち寄る場所に無償で使

える生理用品を設置してほしい

職場のトイレに無償で使える生理用品を設置してほ

しい

公共施設の窓口で無償で生理用品を提供してほしい

学校のトイレに無償で使える生理用品を設置してほ

しい

生理用品が購入できないことを相談する先がほしい

その他

特にない

全体(n=3000)


